
西大寺を二度訪れた伊能忠敬
Part3 窪田浅五郎について

202１年11月28日

西大寺愛郷会

藤井 英幸



伊能忠敬の測量に同行した
窪田浅五郎について

• 上道郡沖新田内七番（現岡山市東区君津）生れの岡山藩士、和算家。

• 岡山藩の暦学者原田元五郎に師事して算術を学び、1796年（寛政
8）11月、算術20箇条についての“浅五郎算術免状”を元五郎より授
与される。

• 1805年（文化2）2月、岡山藩に召し出されて、2人扶持を給され、
町会所に勤務。

• 同年12月、伊能忠敬が第五次測量の為、岡山を訪れるや岡山城下の
脇本陣福岡屋へ止宿中の忠敬を訪れ、暦術について話し合い、岡山
庭瀬から、安芸国忠海迄同行測量。

• 1812年（文化9）路程車を考案。

• 窪田浅五郎知至と変名。



窪田浅五郎の年表
年齢 内容

安永2年 1773年 0 上道郡沖新田内七番（現岡山市東区君津）で生れる。

寛政8年 1796年 23 備前の暦算家・原田元五郎に算術を学び、算術免状を授与。

文化2年 1805年 32 2月、岡山藩士、2人扶持、町会所通之子見習いに取立られる。

文化2年 1805年 32 12月7日、伊能忠敬と暦利（術）について談ずる。

文化3年 1806年 33
正月20日より、伊能忠敬第五次測量隊に随行し、岡山の庭瀬町から広島の忠海
湊(現竹原市)まで測量や観測を行う。

文化9年 1812年 39 伊能忠敬が使用した「量程車」をヒントに路程車を完成させる。5台製作。

文化10年 1813年
40

12月10日伊能忠敬第八次測量隊の止宿牟佐村大庄屋安藤佐平治を訪ね、肥後八
代紙子を贈る。12月17日、濱方見廻役に

文化11年 1814年 41 11月26日同心役に

文化13年 1816年 43 7月5日江戸表御見分使に

文化14年 1817年 44 3人扶持見届役幷批事方見届兼帯

文政3年 1820年 47 正月上道郡松崎新田村嘉左衛門三男嘉吉を養子に

天保2年 1831年 68 6月16日日時計御用に

天保9年 1838年 75 7月27日 没する。
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第五次西大寺測量 文化2年11月

第八次西大寺測量 文化10年12月

天保九戊戌正月ゟ願
常八郎と変名仕候

明治二己巳朔日
善之と変名仕候



伊能忠敬 第五次測量日記より
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白川侯：松平定信(江戸時代中期の大名、老中。
陸奥国白河藩の第3代藩主。)



窪田浅五郎「覚書」
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西大寺村

坂根村

和気町

岡山城下

牟佐村

町苅田村

伊能忠敬 第八次測量日記より
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備後畳表について

広島・福山両藩の備後地方の藺草(いぐさ)で織った畳表。

主産地を形成する備後国（広島県）沼隈(ぬまくま)・御調(みつ
ぎ)郡地方では、すでに天文(てんぶん)・弘治(こうじ)年間
（1532～58）に引通(ひきとおし)表が織られていた。

福島氏時代（1600～19）沼隈郡では27か村で772機の畳表織機
があり、中指(なかさし)表も織り出された。

毎年幕府献上品3100枚、畳表改役(あらためやく)による製品管理
が厳重に行われた。福山藩主が水野氏になると、献上表は幕府買
上げの御用表となり、1647年（正保4）備後表座とよぶ独自の買
上げ機構が設けられた。

備後表とは -コトバンク (kotobank.jp)

https://kotobank.jp/word/%E5%82%99%E5%BE%8C%E8%A1%A8-122072


肥後八代紙子
• 八代紙子は『日本山海面物図会』「諸国紙子の名物」中に「肥
後八代紙子」と見えているし、京都竹屋町の紙子屋十兵衛の引
札には「大極上 肥後」と書かれてある。

• 紙衣（かみこ、かみころも、かみきぬ、しえ[古語]）は和紙を
材料とした着物のことである。紙子（かみこ）とも言う。

• 平安中期に和紙が大量生産されて普及した結果、紙が本来の目
的以外に利用されるようになり、もともと麻クズを原料にして
製造されている和紙は衣料として利用されるようになった。

• 絹の衣よりも安価なため、低所得者が利用する着物と思われが
ちだが、丈夫で持ち運びに便利なため、武士や俳人などが好ん
で利用し、性空や親鸞が愛用していたことでも知られる。

八代紙衣（紙衣の産地） (kagami.net) 紙衣 - Wikipedia

http://kagami.net/kamiko/yatushiro.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%99%E8%A1%A3


伊能忠敬　第五次測量隊　岡山県内の足跡 岡山城下～笠岡村
供侍

宿泊日
旧暦

西暦 天気 止宿場所 宿泊宅 天体観測 測量地
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庭瀬町より松島村まで測る。備中、備前国吉備津宮へ参詣 ○ ○ ○ ○ ○ ○
岡山下之町止宿前より初、庭瀬町まで測る。 ○ ○ ○ ○ ○
沖村前より連島大江村止宿迄測る。仕越、亀島新田迄測る。 ○ ○ ○
庭瀬止宿前より沖村まで測る。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
乙島村養父母岬より初、玉島村、赤島村、柏島村等を測 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
亀島新田地内より初、西浦村上成村を経て乙島村の岬を測 ○ ○ ○
下水島を測 ○
東大島村地内より初、入江新田まで ○ ○ ○ ○ ○
黒崎村地内より大島村地内まで ○ ○ ○ ○ ○
寄島、三郎島 ○ ○ ○ ○
乗船、真鍋島の属、大島、元小島を測 ○ ○ ○ ○ ○
真鍋島周囲を測 ○ ○ ○
六島を測 ○ ○ ○ ○ ○ ○
三番と手分にて、北木島を測 ○ ○ ○ ○ ○
大飛島、小飛島を測 ○ ○ ○ ○
トイ島、北木島を測 ○ ○ ○ ○ ○
揖小島、北木島の残りを測る ○ ○ ○ ○ ○
白石島の周囲を測る ○ ○ ○ ○ ○ ○
高島、小高島を測（アマキ島、高砂島、カナリ島遠測) ○ ○ ○
神の島を三番と手分けにて測。輿与神社前より初 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メウジ島、稲積島、指出嶋を測、大殿洲島、小殿洲島を測 ○ ○ ○ ○
輿与神社前より手分け、一番と神ノ嶋字汁方にて合測 ○ ○ ○ ○

病
気

片島、木ノ小嶋 ○ ○ ○ ○ ○ ○
入江新田より笠間まで ○ ○ ○ ○
備後備中国界、茂平村より逆測、笠岡へ向い測 ○ ○ ○ ○ ○ ○

随身

朝曇晴。測器を磨き荷物を仕舞う。大阪、間氏より来状。即、返書
を認め、暦局行の書状を封じ込み、大坂、間清市郎へ遣す。

1月22日 3月11日

1月23日 3月12日

1月24日 3月13日

不測

恒星測定

朝　晴

1月17日

1月18日

1月19日

1月20日

3月6日

3月7日

3月8日

3月9日

1月21日

岡山城下

内弟子天文方

真鍋村　本浦

入江新田村

黒崎村

連島　大江村

庭瀬町

名主礼蔵

名主伝右衛門

福岡屋吉郎兵衛

3月10日 名主新兵衛

大庄屋 格仙右衛門

今保屋善右衛門
朝　晴

夜　大曇天
朝　曇
夜　晴

西本願寺 末淨心寺

朝　雨
逗留、備中國窪谷郡水江村岡本助之丞、古松軒より
添言の由にて測量随身を願う。辞して帰す。

朝　晴

朝　晴

竿取従者

1月27日 3月16日 笠岡村

入江新田村

白石島

白石島

入江新田村1月26日 3月15日

1月25日 3月14日

測量なし

名主新兵衛朝　曇

伊能忠敬 第五次測量隊 岡山県の足跡



窪田浅五郎の測量随行

年月 日 測量日誌記載内容
第五次 文化二年

十二月
七日 朝曇 郡蔵 伊兵衛病気 同断（夜晴）窪田浅五郎逢談を願に付暦利

（術）を談す

文化三年
正月

廿日 廿日より岡山の弥右衛門 浅五郎 丈右衛門 三人随身なり

二十三日 三番高橋、佐藤、浅五郎、（丈助、総兵衛）、トイ島を測。

二十七日 三番高橋、佐藤、浅五郎、（丈助、総兵衛）、備後備中国界、即備中国茂
平村より逆測。

二十八日 坂部、小坂、佐藤、浅五郎、（吉平、角二）、引野村より初川口村迄測

晦日 高橋、稲生、小坂、浅五郎、（吉平、総兵衛）、仙砕島、皇后島を測る。

文化三年
二月

朔日 一番東河、丈右衛門、浅五郎、（丈助、半六）、鍛冶島を測。

三日 三番高橋、稲生、浅五郎、（吉平、総兵衛）、田嶋村を手分にて測る。

第八次 文化十年
十二月

十日 止宿牟佐村大庄屋安藤佐平治 備中下道郡妹尾新三郎 瀬尾是輔尋来る
谷東平と三人にて備後畳表を贈る 岡山窪田浅五郎来る 肥後八代紙子を
贈る

＊窪田浅五郎「測量留」によると、十二日西大寺坂口屋へ止宿中の忠敬を再訪、同地へ宿泊。翌日
坂根へ同行している。（岡山県立博物館 研究報告12 平成3年3月より）



第八次（文化10年） 浅五郎の測量留（同行記）
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之

自
分
・新
三
郎
・是
輔
三
人
共

同
村
久
左
衛
門
方
へ
逗
留
十
一
日

早
朝
相
立
町
会
所
へ
帰
り
当
方
相
務

今
泉
又
兵
衛
殿
ハ
同
村

同
村
三
郎
兵
衛
方
へ
止
宿
也

一

同
十
一
日

岡
山
福
岡
屋
吉
郎
兵
衛
へ
先
生
止
宿
被
致

一

同
十
二
日

西
大
寺
村
坂
口
屋
へ
先
生
止
宿
被
致

自
分
義

源
次
方
へ
止
宿

一

同
十
三
日

一
日
市
村
本
陣
勇
吉
昼
休

一

同
十
三
日

坂
根
村
名
主
三
郎
右
衛
門
へ
先
生
止
宿

自
分

義
も
同
家
へ
止
宿

一

同
十
四
日

磐
梨
郡
吉
原
村
幾
之
介
昼
休

一

同
夕

和
気
郡
和
気
村
秋
山
千
右
衛
門
へ
止
宿

一

同
十
五
日

和
気
郡
矢
田
村
名
主
太
三
郎
昼
休

一

同
日

小
休

和
気
郡
塩
田
村
大
庄
屋
十
四
郎

一

同
夕

赤
坂
郡
周
匝
村
上
町
名
主
八
郎
左
衛
門
止
宿

測
量
留

伊
能
忠
敬
に
同
行
か

文
化
十
年

岡
山
県
立
博
物
館
所
蔵

複
写
版
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
所
蔵



測量日誌と測量留（同行記）

文化10
年

忠敬測量日誌 浅五郎測量留(同行記) 浅五郎止宿

12月10日 止宿 牟佐村大庄屋安藤佐平治 止宿 牟佐村大庄屋佐平治

12月11日 止宿 福岡屋吉郎兵衛 止宿 岡山福岡屋吉郎兵衛

12月12日 小休 伯耆屋儀兵衛
昼休 庄屋安二郎
止宿 坂口屋松左衛門、五明屋惣治郎 止宿 西大寺村坂口屋 源次方

12月13日
止宿 庄屋三郎右衛門 百姓吉右衛門

庄治郎 源五郎

昼休 一日市村本陣勇吉
止宿 坂根村名主三郎右衛門 坂根村名主三郎右衛門

12月14日
止宿 本陣秋山十右衛門 脇丸屋元助

昼休 磐梨郡吉原村幾之介
止宿 和気村秋山千右衛門
→十右衛門の間違い

12月15日 昼休 庄屋平吉
止宿 本陣八郎左衛門 脇六郎兵衛

昼休 和気郡矢田村名主太三郎
小休 和気郡塩田村大庄屋十四郎
止宿 周匝村名主八郎左衛門



「量程車」と「路程車」
「量程車」（左上）
高橋至時の設計と伝えられている。
当時の海岸や街道は凸凹が激しいので、誤差が生
じ、実用的ではなかった。

「路程車」（左下）
窪田浅五郎設計と言われている。
本体（木製）は長さ16.2㎝、幅9.3㎝で、総重量
は約１㎏です。
大きな方の車輪（鉄製）を使って距離を測ります。
その直径は20.2㎝と計測され、円周が約63.5㎝
（約２尺１寸）となります。これが３回転すると
６尺３寸となって、１の位の目盛が１つ進む仕組
みとなっています。1間として６尺３寸が使われ
たと理解できます。



岡山で発見された「路程車」
備前市歴史民俗資料館
は2015年10月7日、江
戸後期に県内で作られ
た測量器具「路程車」
を岡山市内で発見した
と発表した。
岡山藩士で測量化の窪
田浅五郎の設計で、引
いて歩くと車輪が回り
距離が測れる仕組み。
同様の測量器具が西日
本で見つかったのは初
という。
（右の写真 2015.10.8山陽新聞
記事より）

2015年10月に備前市歴史民俗資
料館の企画展で公開された。(左
の写真)



窪田家の墓地

上南公民館

辰巳墓地

2021年11月26日撮影

窪田家先祖供養塔
裏面に「平成十九年二月吉日
窪田将文建立」の記名がある

窪
田
浅
五
郎
の
子
が

嘉
吉
（
常
八
郎
と
改
名
）

そ
の
子
が

善
之
助
（
善
之
と
改
名
）

善
之
助
は
安
政
元
年
か
ら
明
治
三
年

岡
山
暦
を
作
成
し
た
と
岡
山
大
学
の

窪
田
家
資
料
に
あ
る



窪田浅五郎の墓

12
3

戒名 俗名 年号

① 勝義諦道信士 窪田浅五郎知至 天保

② 清光妙忍信女 窪田浅五郎妻 天明五年

③ 真光妙貞信女 窪田浅五郎女同姓嘉吉妻 文政

家系図

勝
義
諦
道
信
士

天
保
・
・

以
下
判
読
不
可

窪
田
浅
五
郎
知
至
墓

岡山藩士
窪田浅五郎 の刻印

窪田浅五郎の没年
天保9 (1838)年7月27
日



窪田浅五郎知至の家系図

平松紹右衛門 江戸後期の大庄屋(窪屋郡二日市村)。地理学者。浅五郎と共に第五次測量に随行。測量日誌は丈右衛門と記載。

原田元五郎

田淵弥三郎 岡山の測量家。天保年間に岡山の村絵図を作成。路程車の持ち主。

浅五郎知至

文政7(1824)生、明治10年（1877)没。岡山藩士。幕末から明治の暦法、算数家。浅五郎の孫。

元文5(1740)生。江戸時代中期-後期の暦算家。岡山藩士。浅五郎の算術の師。原田茂嘉

嘉吉のち常八郎

窪田弘 平成2(1990)、岡山県立博物館に窪田家資料を寄贈。岡山県出身で埼玉県の人。

窪田常八郎

生没不詳。上道郡松崎新田村嘉左衛門の三男。文政3年（1820）、長女の養子に。岡山藩士。

善之助のち善之

窪田将文

安政2（1773）生、天保9年(1838)没。岡山藩士、和算家。

生没不詳。上道郡沖新田の百姓。浅五郎の父。

慶応元（1865）生、昭和21年(1946)没。日本の内務官僚、行政裁判所長官。善之の長男。

明治20(1887)生。法學士、判事。山田常次(不詳)の弟を養子に幹太

知孝 大正9(1920)生。幹太の長男。静太郎の孫。

静太郎

平成19(2007)、窪田家先祖供養塔を建立。邑久豊原、服部公人氏の弟、弘氏の養子に？名古屋の人。


